
平成23年度 第2回 新潟帝国民健康保険運営協議会 次第  

目 時 平成23年12月2ノ2日（木）  

午後1時30分～  

場 所 第2委員会室  

議  題  

1 平成24年度医療分保険料率について  

2 その他   
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＋∴臼  崇日日ご 日 日琶  玩pり田辺h詳  

一 宇成23年3月11日 発生 －  

【受 入ヨ  

入   先   金  額（円）   備  考   

都市医師会   
一－－ 16，893，517  

会員・個人   8，509，652  

企業 q 団体   121，357  

新潟県医師会   20，000，000  23．7．2臨時代議員会補正予算承認済  

計   45，524，526  

【払 出】   

払  出  先   金  額（円）   備  考   

茨城県医師会   
義援金  

6，000，008  
23．7．23目録贈呈・23．了．25送金   

岩手県医師会   
義援金  

12，000，000  
23．8．5送金   
義援金  

宮城県医師会   12，000，000  
23．8．5送金   

福島県医師会   
義援金  

12，000，000  
23．臥5送金  

計   42，000，800  
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新潟市急患診療センター打合せ会  

目 時 平成24年1月6日  

午後1時30分  

場 所 新潟市医師会理事会室  

1 開  

2 挨  拶  新潟市医師会救急医療部長  勝 井  豊 先生  

3 議  題  

①薬剤事件について  

ア 新潟市の対応状況  

イ 医師会の対応状況  

ウ 薬剤師会の対応状況  

②年末年始の患者数について  

③急患診療センター薬剤管理体制（案）について  

④急患診療センター臨時立入検査について  

⑤その他  

4 閉  会   
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新潟市医師会学術部小委員会議事概要  

日時：2012年1月12日19時30分より20時40分  

場所：新潟市医師会IT推進室  

出席者：  

新潟市医師会：庄司義興副会長、山添優理事、古泉直也理事、鷺山和雄理事  

新潟大学：本多忠幸先生（医歯学総合病院 高次救命災害治療センター副部長）  

新潟市医師会事務局：山上泰明  

議事概要  

1．冒頭、庄司副会長から、JATECコース講習会（外傷診療研修JATECコース）   

への支援の在り方について、様々な面から検討して、小委員会としての意見   

をとりまとめていただきたい旨の発言と挨拶があった。  

2．本多忠幸先生（新潟大学医歯学総合病院 高次救命災害治療センター副部   

長）から、資料1）2）3）をもとに、JATECコース講習会の目的について詳   

細な説明があった。更に、次のように追加発言があった。「JATECコース講習   

会は、救急医療に関する卒後教育において、心肺蘇生術に関するACLSと並   

んで、極めて重要な位置を占めており、多く研修医が受講を希望している講   

習会である。救急医学に関心のある医師が多数参加しており、地域の救急医   

療や卒後研修という意味でも、重要である。講習の大部分は講義ではなく、   

様々な外傷事故のケースシナリオをもとにしたOSCEであり、精巧な人形と   

様々な救命救急用医療機材を使って実技体験する。生存率を高めるために必   

要な、判断と処置の迅速性も要求される。受講生32人に対して、講師とな   

るインストラクターを40名配置しているが、受講生数を絞ることにより、   

密度の濃い講習会になっている。受講生は4人単位で8つのグループに分け   

られ、頭部、胸部、腹部、四肢、脊柱、小児など、8種類の異なった疾患ブ   

ースを順次体験する。土日の2日間、朝から夕方まで、ぎっしりとプログラ   

ムが組まれており、ブースごとのOSCE試験と最後の筆記試験を経て、受講  

証が発行される。」  

「講習会の主催は日本外傷学会と日本救急医学会が組織する日本外傷診療  

研究機構であり、10年前に始まり、現在では、毎月のうち、一回は東京か大  

阪、その他の2過は各地で実施される。基本的には、地方開催を引き受ける  

と手を挙げたところで実施されるが、地元主催者の自己負担がそれなりにあ   
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下越地区医師会連合会次第  

日 時 平成24年1月14日 16時  

場 ANAクラウンプラザホテル新潟  

司 会 新潟市医師会 永井理事  

1 開  

2 地元医師会長挨拶  

3 出席者紹介  

4 座長選出  

5 報告事項  

①平成22年度決算報告について  

6 協議事項  

①次期新潟県医師会役員選挙等について  

②新潟県における医学部新設について  

③公益法人制度改革～県医師会一般社団法人に移行～  

④次期開催医師会について  

⑤その他  

7 閉   
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小児科二次輪番担当者会議  

日 時 平成24年1月17日  

午後7時  

会 場 新潟市医師会理事会室  

苛 夢  
1 開  

2 挨  拶  

3 議  題  

①平成24年度小児科二次輪番について  

②その他  

4 閉   



冒  

新潟市救急医療対策会議専門部会（整形外科）  

日時 平成24年1月18日（水）  

午後7時30分から  

会場 新潟市総合保健医療センター  

2階 講堂  

′）  
次   

第 ′）  

会 議  

1．あいさつ  

新潟市保健所長  

新潟市医師会長  

月岡 恵  

佐野 正俊  

2．議   題   

㊧ 平成24年度初期救急医療体制について   

（1）急患診療センターの土曜日深夜帯の診療について   

（2）土曜日の在宅当番実施について  

3．報  告   

⑳ 新潟享の外科研究所について  

4．その他  

5．閉  会   
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整形外科二次輪番病院担当者会議  

目 時 平成24年1月18日（水）  
会 場 新潟市総合保健センター  

2階講堂  

司 会 荻荘理事  

1 開  

2 挨  拶  

3 議  題  

「荻荘理事」  ①平成24年度整形外科二次輪番について  

②その他  

4 閉  会  

ム1  



／  
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郡市医師会長・保健所島台同会議次第  

平成24年1月19日休）  
15：30～17：30  
．新潟グランドホテル  

1由 会  
2・あいさつ  

新潟県医師．会長  

新潟県福祉保健部長  

3 座長選出  

（新潟県保健所長全会長）  

4 議事   

＝ 革題■  

① 東日本大震災の医療支援と今後の課題について ∴‥ 賛翠＝   
②■ワクチン接種について ……・．‥∴・・・・．   

③．地域医療再生計画について ……．…‥∴   

④新型インフルエンザ対策について・・？…・ 

∴ 

⑥ 

（2I報告事項   

① 不活化ポリオワ∂≠ンについて …．．∴．．‥．  

資料2  

資料3  

資料4  

資料5  

資料6  

・′② ■B型肝炎訴訟について  

■③・新生児スクリーニング検査め充実に？いて■・・・‥・  

・新たな尭天性代謝異常検査法（タンデムマス法）の導入  

・新生児聴覚検査■の推進  

ほ）その他  

5 閉  会  

（新潟県医師会副会長）  
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新潟地区産業保健連絡協議会・新潟地域産業保健センター運営協議会  

合同会議  

平成24年1月24日 午後1時30分より白山会館にて  

1 開会挨拶 新 潟 市 医 師 会 ；佐野 政俊 会長  

新 潟 労働基準監督署； 山田 宏明 所長  

2 議 題  

1）新潟市医師会；五十嵐 昭夫 地域保健担当理事  

新潟県内における産業保健活動について  

・23年度県医師会産業保健委員会の報告  

・市医師会主催の産業医研修会 について  

2）新潟労働基準監督署；村井敏明 安全衛生課長  

従業員50人以上771社のアンケートから  

・管内企業の安全衛生管理状況  

産業医の安全衛生委員会への出席が少ない（年間無しが65％）。  

・定期健康診断における有所見率の改善に向けた取り組みについて  

有所見率57．3％で全国平均より高い。  

産業医からの意見聴取が行えていない事業所もある。  

3）新潟県労働衛生学協会；福田与志嗣常務理事  

新潟県THP推進協議会について  

・1年間の活動状況  

4 新潟産業保健推進センター；佐藤久夫副所長  

新潟産業保健推進センター事業実施状況について  

・主にメンタル対策支援センター事業について  

5）新潟地域産業保健セセンター；番場春栄新潟市医師会総務課長  

新潟地域産業保健センター事業実施報告並びに実施計画について  

閉会挨拶 新潟労働基準協会；中村弘副会長   



盈盈  

郡市医師会学校保健担当理事協議会  

次  

日 時 平成24年1月24日（火） 午壊3時  

場 所 新潟県医師会館 4階 402会議室他（TV会議）  

1．．開  会  

2．挨  拶  

3＿協議事項   

1）学校保健研修会について  

2）県保健俸育課の平成23年度事業について  

3）県立学校医の平成23年度報酬額について  

4）県学校保健会への対応について   

5）県学校保健学会への対応について  

6）第42回全国学校保健・学校医大会の報告について  

7）その他   

4．閉  会   



i3  
平成23年12月 メジカルセンター業務実施件数  

検診業務  実施件数（稼働目数）   備考   
22年12月  

実施件数   

胃がん集団検診  
一般住民   5，086（132）  5，281（134）  

事業所   7  2   

新  
心臓病検診  精密検査   1，020（33）   23年度分終了  1，065（32）  

潟  精密検査   433（12）   23年度分終了  370（12）  

市 立  精密検査   24（3）   23年度分終了  34（3）  

学  スクリーニング   
校  l・525  23年度分終了  1，392  

判定・事後処理のみ   

医師国保の助成あり   73  
40  

後期高齢者   9  

人間ドック  
他   

計   83（10）  40（7）   

特定健診   5  20  

医療機関従業員健診   138  76  
健康診断  

歯科・その他   7  15  

計   150  103   

新  
胃（直接）   39  

がん検診  潟  大腸   20  55  

市  
PSA   3   

精密検査  保険診療  

血痕外来   19   13  

依頼医療橙関数   胸部X線  

肺がん対策業務  フイルム検討会  
リスク検診   406  （1回）  313  

依頼医療機関数   3  12   

胃がん施設検診  胃内視鏡   4，284   3，62畠  

請求件数  
11月検診分  

胃直接X－P   2，182  1，96畠  



平成23年12月19日  

新潟市医師会  

会長 佐野 正俊 様  
紆 

951－8510新潟市中央区旭町通1香町7 ・ 
．  

新潟大学大学院医歯学給合研究科 整形外科学分密1‘ご二  

第14回日本骨蠣症学会骨ドック  

会長  
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第14回日本骨粗棄症学会骨ドック・健診分科会後援の御依頼（申請）  

下記の事業を実施するにあたり、貴会の後援をお願いしたいので申請します。  

記   

1．事 業 名：■第14回日本骨租髭症学会骨ドック・健診分科会  

2．事業の趣旨：   

高齢者社会の日本では骨租老症患者はおよそ1，3（泊万人と推定されております。骨租霹症は骨の脆弱によ   

り骨折をきたし、個人レベル、家族レベル、社会レベルにおいて大きな影響を及ぼしております。   

1）骨折により日常生活が不自由となり、QOLも低下し、寝たきりにいたる例もあり、生命予後も不良です。   

2）医療面、社会面、および家庭内において大きな負担（負荷）となっております。   

3）なかでも大腿骨近位部骨折はもっとも重篤で、日本全体で1年間に12－16万骨折（厚労省研究班）と  

推定されております。骨折の転帰として死亡率は高く、寝たきりに至る例も多く、まさに重篤な転帰  

といえます。  

骨租霹症性骨折数、骨折発生率の経年的推移について、欧米では減少に転じているとの報告もあります。   

一方、日本では現在までのところ、大腿骨近位部骨折は噂如しており、いまだ減少しているとの報告はあ   

りません。その理由の一つとして治療率の低さがあります。大腿骨近位部骨折例、脊椎椎体骨折例ではい   

ずれも骨租素症の治療率は極めて低く、4－10％程度です。いかに優れた骨租老症薬、強力な骨折抑制効果   

を有する薬剤があったとしても骨折危険性の高い高齢者のところまで届いていなけれ古£または継続して   

服用されていなけれI£骨折予防効果を発揮することはできません。骨折リスク者への積極的で継続的な   

骨租髭症治療を推進する必要があります。  

また項在の大腿骨近位吾帽・折の方は骨折以外に、心市会腎不全、脳血管障害、認知症など多くの基蔭   

疾患を有しております。基蔭疾患があり、足膵が弱っているため、自宅での生活ができない例憧よく経験   

するようになりました。骨折にとどまらず、患者さんを包括的総合的に診て対応し、地域でのケア、在宅   

で骨租素症高齢者の生活を維持する必要があります。そのためには急性期病院の医師（おもに手術を担当）、   

回復期病院の医師、スタッフ、さらには地域における診療所の医師・スタッフ、介護・福祉関係者、行政   

の方々の密なる連際が必要です。骨相素症患者さんをケアし、サポートする看護師・医療・介護スタッフ   

の充実も望まれます。まさに多領域の医療スタッフ、多職種の連際と稔力をあげての取り組みが今後の高   

齢者日本、骨混和講商堵対策では不可欠です。現在、求められているのは一回起こした骨折者を次に再   

び骨折をおこすことのないように「骨折連鎖を断つ」ための対策をとることです。  

以上のような現状と将来目標をめざして9月に議論を重ねたいと思っております。   

何卒ご後援いただきますようお願い申し上げます。  

3．開催日  

4．開催場所  

2012年（平成24年）9月27日（木）～29日（土）  

未鷺メッセ 新潟コンベンションセンター  

〒950－0078新潟市中央区万代島6番1号 TEL：025－246・8400  

5∴添付書類：事業実施要項  
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平成23年12月27日  

新潟市医師会長   

佐野 正俊 様   

社会福祉法人同朋福祉協会  

割野保育園 ∃璽事長八木孝英  

嘱託医の推薦依頼、について  

（お願い）  

この度、当園において嘱託医の選任が必要となりましたので、嘱託医のご推・  

薦をお願いいたします。  

記  

1・．事業所名  

◆ 社会福祉法人同朋福祉協会 敬愛保育園   

2，所 在◆地  

〒956－0804 新潟市秋葉区荻島三丁目1－20   

3．業  種  

保育園   

4．園 児 数  

0・1歳児25名 2歳児13名 3・4歳児24名 合計62名  

5．連絡担当者  

割野保育園 園長八木邦子  

電話番号 025－280－3115  



16  
新潟市での」ATEC講習会の定期開催フローチャート（案）   2012＿1＿16VeH13  

1．新潟市で毎年開催できるよう環境整備（救急関係者の理解と調整、医師会も応援）  
2．講習会開催経費のうち地元主催者負担分を新潟市医師会が全面的に助成する  

（年間100万円を予定）  

【日本外傷研究機構】【新潟大学救急部】【新潟市医師会】  
（」TCR）  

・地元開催の周知（勤務医・研修医へも周知）   

【受講者】  

JATECコース  
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平成24年2月行事予定表  

2月  新潟市医師会   その他   

口  水  市長との新年懇談会1訣30  

胃内視鏡画像読影会19：00  
2  木   急患センター運営小会議19：30  

3  金  内科二次輪番病院担当者会議柑：30  

4  土  県医代議員会15：00   

5  瓶さ‘ 顔ニ  

6  月  新潟市医師会乳がん検診検討委員会19：00  

7  火  

保健衛生連絡協議会13：30  
8  水   会報編集委員会19：30  

胃X線フイルム検討会19：00  

9  木   胃内視鏡画像読影会19：00   
県医理事会15：00   

10  金  

皿    建国記念の日  

12  

13  月  

14  火  都市医師会長協議会15：00   

15  水  胸部X線フイルム検討会19：00   医師国保理事会15：00   

16  木  胃内祝鎮西像読影会19：00  

17  金  

18  土  

19  

20  月  

21  火  

22  水  第236回臨床懇話会19：00  

胃内視鏡画像読影会19：00  

23  木   急患センター看護師救急研修会柑：00   県医理事会15：00   

24  金  理事会19：30  

25  土  医師国保組合会15：00   

26  

27  月  

28  火  

29  水  社会保健研修会1訣15  
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